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第２２回 理化学研究所 バイオリソース研究センター 遺伝子材料検討委員会 
（2025年 1月 21日開催） 

評価・提言 
 
遺伝子材料開発室（室長︓三輪 佳宏） 
 
1． 事業実績 

 
（1） 前回委員会（2023年開催）の指摘事項への対応は充分か 
 多くの指摘に、大変前向きに十分に対応しており、一部は期待以上に進んだ形で対応できている。多
忙な業務の中で払われた努力に敬意を表したい。 

 改善点として DX化により寄託や提供がスムーズになっており、日数が短縮されている点は高く評価で
きる（ユーザーの一人として、この点は実感している）。 

 新規寄託クローンについて、HTS により寄託されたプラスミドの全塩基配列を決定し、マップの公開も含
め品質保証の担保にも努めていることは利用者の利便性向上に大きく貢献すると思われる。既存のク
ローンについても塩基配列が確認できているものについてはマップの公開が望まれる。 

 提供数の低下傾向に対する対策として分析を進めている点は評価する。分析に基づいた対策を進める
ことが必要であり、ホームページの改善、提供日数のさらなる短縮など、利用者の利便性向上に向けた
対応が必要と思われる。国際性を意思した広報の強化と合わせて今後のさらなる改善を期待したい。 

 昨年の指摘事項に対して、室長の強いリーダーシップのもと、人材育成、新しい検査体制への移行、国
際対応・広報の強化など、多岐にわたり実効性のある改革を進めてきており、その対応は高く評価す
る。特に、海外に向けて寄託依頼をすることや GeneCard への登録で海外での認知度を上げる試み
は優れている。今後も継続した取り組みを期待する。 

 室長を中心に業務過程の DX推進、デュアル業務体制の導入などが進み、指摘事項への対応が着
実に進んでいることが確認できた。 
 

（2） 令和 6年度の実績（バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信なども含む）は世
界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているか 

 実績はほぼ計画通りに達成された。ただ、提供数が下がっていることが気になる。特に、海外への提供
が気になるところである。中国、欧州の経済不振、ウクライナや中東の戦争もあろうが、原因を調査し対
策を考える必要がある。 

 令和 6年度の実績から判断して、世界の主要なバイオリソースセンターの事業規模に匹敵するものと考えら
れる。保有数、品質管理は世界トップレベルである。 

 寄託時の全配列決定は、配布プロセスの迅速化に貢献するだけでなく、人材のレベルアップやリソースセ
ンターとしての信頼性の担保にも繋がる非常に素晴らしい取り組みである。 

 Dual チーム体制の構築など、次世代のリーダー育成を見据えた人材育成体制が整ってきている。 
 寄託手続きの英語対応や国際学会でのブース出展など、国際化への対応を着実に行っている。 
 SNS の活用開始はまずは開始したことに意義がある。フォロワーがまだまだ少ない。発信する情報の内
容を工夫して発信数を増やし、フォロワーを増やしていくことが課題。この業界で影響力を持つ先生方に
フォロワーになっていただき、積極的にリツイートをしてもらうなどを働きかけると良い。 
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 国際化の観点ではようやく海外向けの寄託願の発送数を 10倍に増加したおかげで寄託数が増えたもの
の、まだ緒に就いたところというべき。しかし今後の伸びが相当期待できる。 

 リソース発送までにかかる日数が国内 20日程度、海外 60日程度とリソースをもらう側からすると結構日数
がかかっている。2019年と比較すると提供日数が短縮されているものの、さらに減らせないか︖現状、海外
向けは提供に必要な費用の振り込みが確認できてからの発送になっているとのことであるが、国内と同様に早
くする手段はないだろうか︖  

 国際化、デジタル化、人材育成、情報発信なども積極的に取り組んでおり、適切なレベルである。特に、遺
伝子配列情報の適正化についての取り組みは、研究者への認知度を上げる機会にもなるので、論文などに
より積極的な情報発信をしてほしい。 

 リソースの提供については、低下傾向にあり、もう少し提供数が増えてほしい。分析結果も踏まえて以下の様
に考えます。利用者の利便性は Addgene と比較してまだまだ劣っていると感じる。利便性向上のために、
ホームページの大幅な改修と、特に海外に向けての大幅な提供日数の短縮が必須である。 

 ホームページでは、利用者が求めている情報がすぐに得られるようにすることが必要である。現状を詳細に見
ると、ホームページでヒトの特定の遺伝子の cDNA を検索すると、部分的なシークエンスしかないクローン、変
異があるクローン等も含めた一覧が表示され、一覧の中に目的とする全コーディング配列を含む使えるクロー
ンがあるのかどうか、分からない。確認するために個別にファイルを開いて検討する必要があり、非常に使いづ
らくなっている。全コーディング配列を含んで変異の無いクローンはリストのトップに表示され、頭に”full CDS”
と赤太字で表示される、リクエストが多いクローンも上位に表示されて何か印が追加されるなど、検索結果が
表示された際に、目的のものが含まれているのかどうかが一目でわかるようにする必要がある。 

 未検査リソースについては、「このクローンは未検査リソースであるため提供までに〇〇日程度要する」ことをホ
ームページ上で明示し、利用者が提供を申し込む前に判断できるようにすべきである。遺伝子合成が安価で
早く行えるようになってきている状況下で利用者を確保するには、安価であることに加えて、適切な情報提供
と迅速な対応が欠かせない。 

 論文でリソースへの言及があるかどうかについて、情報収集の困難さが説明されていたが、この点について追
加でコメントをさせて頂く。リソースの英語名称について簡単で識別性の高いものを導入してはいかがでしょう
か。この名称は遺伝子材料にかぎらず理研リソースの全体をカバーする名称でもいいかもしれません。
Addgene との差別化にもつながるかもしれません。 
 
（3） 理研 BRCの第 4期中長期計画（2018年度～2024年度の 7年間）予定どおり実施さ

れたか、また、残された（積み残しの）課題はあるか 
 ほぼ、予定通り実施され、リソースの質の充実、新しいリソースの積極的収集、人材の訓練、DXの推
進など、センター内の問題点の解決や体制の強化充実が図られ、多くの課題が前向きに対応されてい
る。残された課題としては、国際的な連携の推進や国際的な広報の充実がある。 

 室長の下、DX化（寄託の簡素化・迅速化など）や人材育成を意識した遺伝子材料開発室の体制
強化（Dual チーム）が推進されるなど、当初の予定通りに計画は実施されたものと考えられる。第 4
期に行っている国際化への対応や提供数の低下の分析は現在進行中であり、引き続きの課題として
取り組んでいただきたい。 

 積み残し課題としては SSBD (Systems Science of Biological Dynamics) のデータベースとの
連携に向けて管理者と面談を実施すること。 

 遺伝子リソースとして可視化リソースの提供実績が全体の 25％ほども占めているので、BRCの取り組
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みをバイオイメージング学会、顕微鏡学会、神経科学会などのバイオイメージングを積極的に利用する
研究者が参画する学会年会にブース出展してプレゼンスを向上させると良い。 

 世界最高水準のバイオリソース整備事業について。品質管理は世界最高であり、保存数、提供数とも
設定した目標値を達成しています。ただ、提供数が減少傾向にあり、利便性の向上、海外での認知度
向上などにより、提供数を増やせるような対策を継続することが必要だと思います。 

 新規リソースの研究開発として、コラーゲン cDNA を中心とした ECM リソースの整備と可視化リソース
の開発を行っている。ヒトコラーゲン cDNA については整備が進み順次提供されているようだが、可視化
リソースについては未だ開発段階であり、早期に提供につなげることが望まれる。 

 バイオリソース事業に関わる人材の育成、研究コミュニティへの技術移転のための技術研修や普及活動
について。研究室に若手人材を登用し、リーダーシップの育成など積極的な人材育成を行っている。ま
た、技術研修会を実施し研究コミュニティへの普及活動を行っている。 

 ほぼ予定通りに実行され成果をあげたと考えます。特に全塩基配列のシークエンスが導入されたことで
健全透明な研究活動に大いに資するバイオリソースに発展してくことが期待される。この点を利用者や
研究者コミュニティに情報発信することで利活用が増えていくことが期待される。 

 
2． 事業計画について 
 
(1) 令和 7年度の計画は適切か、また、センターの発展に貢献するか 
 適切であり、センターの発展に貢献する。 
 国際展開についても、Genecards との連携を模索するなど、一定の計画が盛り込まれている。１年で
は、多方面での課題解決は難しいので、妥当な計画と考える。 

 令和 6年度の計画をほぼ踏襲し継続発展するものであり、センターの更なる発展に向け、計画は適切
と判断できる。 

 40代の新規メンバーのインセンティブ向上を事業計画に盛り込めないか︖  
 特に、WEBサイトの改修については、早期に実施してほしい。 
 新規に寄託されたプラスミドについては、新しい検査体制で情報が整っていますが、これまでに収集され
た膨大な遺伝子材料について、どのように対応するのかについても方針を策定する必要がある。 

 GeneCard でのリンクなど様々なウェブデータベースとリンクをつくることで存在感と利用価値が増すことと
考えます。第 5期の計画の中で遺伝子材料がいかに取り組むのかについて説明があるとよかった。 

 
 
(2) 当初計画にない、新規に整備すべきリソース、研究開発、技術開発はあるか 
 特にないが、今後も、医療関連のリソース、特に、CAR-Tのような細胞治療に関係するベクター、遺伝
子治療に関係するベクター、さらには、疾患関連の遺伝子、cDNAなどは、注目しておく必要があろう。 

 他のバイオリソースにはないオリジナルソースはセンターの売りになることから、コラーゲン完全長 cDNA ラ
イブラリーやマトリソームの整備を迅速に進めていただきたい。 

 近年、メタゲノム研究の進展により、MAG（Metagenome Assembled Genome）の報
告や利活用が進んできている。特に環境由来の MAGは、これまで培養が困難だった微生物
の持つ遺伝子の情報が豊富で、これまで利活用されてこなかった新たな遺伝子リソース源とし
て、近年非常に注目されている。AI を使った論文からのリソース情報の自動抽出から寄託を
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呼びかける活動の中では、是非、こうした MAG に由来する新規遺伝子リソースにも注目して
収集していただきたい。MAG情報のデータベース化については、遺伝研の森宙史先生が
Microbiome Datahub の構築の中で取り組んでおり、情報もたくさんお持ちなので、是非情
報交換や連携を検討していただきたい。 

 自発発光によるイメージング解析が今後増えていくかもしれない。蛍光タンパク質と異なり、励起光照射
が不要なため、蛍光の光褪色や細胞の光障害などの潜在的課題を解決できるからである。一方、自
発光化には複数（４－6 つ）の遺伝子を導入する必要がある。これらをパッケージ化すると自発光動
植物の作製事例が増え、自発発光によるイメージング解析がより盛んになるかもしれない。或いは発光
基質を生合成できるトランスジェニック動植物を理研が作成し、ユーザーからリクエストがあれば、発光タ
ンパク質の遺伝子と発光基質生合成トランスジェニック動植物をパッケージで提供するという仕組みを整
備しても良いかと思う。 

 既に保有している膨大な遺伝子材料の選別（少なくとも情報の選別）が必要だと思います。EST プ
ロジェクトや完全長 cDNA プロジェクトのクローンには、部分的な配列情報しかないものや、完全長だが
変異が存在するものなども多数含まれています。WEBサイトの改修と関連しますが、すぐに機能解析に
使用できるクローンだけを選別して（必要に応じて情報を追加・整備して）情報提供するなど、貴重な
財産が有効に活用されるように、時代に合わせて対応してゆくことが必要に思います。 

 Crispr-Cas関係の様々なプラスミドは積極的に収集してはいかがでしょう。 
 
3． その他（長期的展望からの助言や提言等） 

 
 Genecardsの PIは知り合いなので、必要なら連絡を取ることも可能。 
 国際性という観点では、海外への提供数や海外からの寄託数が今後さらに重要になると考えられるので、
検討委員会でも話題に上がった GeneCardsや NCBIなどへの登録が可能か是非検討して欲しい。 

 海外への提供の際、平均 60 日を要している理由として、海外からの振り込みの遅れが指摘されていた
が、Addgene などではカード決済もでき、迅速な対応が可能になっている。運営上難しいのかもしれな
いが、カード決済の導入も将来的に検討してみてはいかがでしょうか。 

 国外からの寄託数のさらなる増加を期待する。特にアジアの拠点として広く認識されるよう、アジア諸国
への働きを強化していただきたい。 

 リソース提供数の低下は、近年の研究手法や研究スタイルの変化を反映している可能性があ
る。いま行われている研究の中で、どういったところにリアルなリソースの価値や重要性があるか、
その中でリソースセンターが果たせる役割を調査分析し、今後の計画に反映させていっていただ
きたい。 

 BRC の強みは単にリソースを収集配賦するだけのセンターではなく、研究能力を備え、新たな
二次的なリソースや情報を付加して、リソースの価値を高めて配賦していくことができることにある。
それは、海外のセンターにはない BRC ならではの強みである。その強みを活かした活動は、必
ず、日本の研究力の底上げにも直結する非常に重要な取り組みになると思う。 

 SSBD との連携に踏み出していただきありがとうございます。動態イメージングデータは最も得意とするとこ
ろであり、SSBD の収載データ拡張と利用者拡大は NBDC としては強くお願いしているところでもあり、
実体として誰でも利用可能なリソースがある BRC のイメージクローンに関連するイメージングデータが
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SSBD に収載されることで、日本の画像データベースと遺伝子資源の国際的な発信力が高まり、BRC、
SSBD 双方にとって大きなメリットがある連携になるものと期待しています。NBDC の事務局としてお手
伝いできることがあれば何でも協力させていただきますので、是非お声かけいただきたい。 

 現室長のようなスーパー人材はなかなか獲得が難しい。長期的に今のような取り組みを継続し
ていくには、今のうちから次期遺伝子材料開発室長を発掘する動きが必要かもしれない。 

 リソースの英語名称について簡単で識別性の高いものの導入などの工夫が必要と感じる。 
 HP で利用論文の紹介をしているのは素晴らしいです。さらにこの情報を X等のメディアで発信
することで利用論文の認知をあげることに貢献できるのではないか。 


